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訪 問 調 査 日 平成 30 年 2 月 26 日

所 在 地

　認知症の方のケアと特別視せずに、医療・行動面でも様々な病態や
症状・そられによる行動特性の一つととらえ、併せ持つ内科・運動器
疾患等と共に必要な対応を行っていき、結果として、人生の終の棲家
として衰える心身機能はあるものの、ご利用者の生活の質を担保して
行くことを主眼においてケアを行っています。
　より軽介護度のお元気な方には活動的に慣れる場を提供し、認知症
の進行予防や心身機能の維持に力を入れ、中重度の方には必要なケア
をしっかりと行いながら、出来ることや残された機能を保っていける
ように援助していく。当たり前のことを当たり前に、当たり前のサー
ビスの水準を上げながらケアサービスの質の担保を図っています。

自然豊かな環境の中で利用者は落ち着いた生活を送られている。敷地
内の遊歩道で散歩したり、庭園で菜園を楽しんでおられる。グループ
ホームは２つのユニットで構成されているが、リビングを中心に一体
的に運営されている。日常的に職員は双方の利用者に接し、利用者相
互も自由に交流している。日中、看護師が3名配置され、医療的ケア
にも対応できる体制がある。夏に法人主催の花火大会が開催され、子
どもを含む地域の方々も参加し、喜ばれている。

（電　話）0944-64-9700

評価結果確定日

http://www.kaigokensaku.jp/

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７

１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

40797000065

有限会社　ミモレ・ダイコク

グループホーム「やまびこ」

〒835-0104　福岡県みやま市山川町河原内1224

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

項目番号 外部評価

【Ⅰ　理念に基づく運営】
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項　　　　　　目

認知症ケアが特別過ぎるものではないと
いう認識をもって、日々のケアに取り組
んでいます。「認知症」という特別な先
入観ではなく、１人の個人と１つの病気
や病態として認識して実践してもらうた
めに、クリニカルリーズニングに準じて
アセスメントを大事に目標や方向性づけ
ることや具体的な方法論に落とし込める
よう指導しています。

狭い単位ではなく、広く地域の方と付き
合うことや地域の方に頼りにしていただ
けるように、認知度の向上や情報発信を
行っていきたいと考えています。運営推
進会議や地域ケア会議での症例発表、中
学校での福祉講座、民生委員向けの施設
案内、施設行事（お祭りや花火大会）の
地域への案内、地域敬老会への参加、園
児の慰問依頼など行っています。

上記2と重複する点となります。まだまだ
情報発信不足ではありますが、認知症の
方の支援に関して、より有意義な情報を
発信していければと思っています。医療
法人ではなく、医師がいるわけではない
ので、介護事業所として発信できること
は何かなと模索しております。

施設内での取り組み等の報告や、地域の
高齢者福祉等に関わる情報発信などを
行っています。また、毎回のご意見のほ
かに、参加者アンケートでの意見の吸い
上げ等も行いました。

みやま市の認知症ケアパス作成にあた
り、作成補助メンバーとしての参加や、
地域ケア会議・多職種連携会議での運営
協力や症例発表等の実施、地域密着型協
議会で副会長を拝命し、運営協力を行っ
ています。

住み慣れた町や懐かしい心を大切にする
生活を支えるとの地域密着型の理念を定
例会などで確認している。理念が管理
者、職員間で共有され、支援につながっ
ている。

町内会に加入し、地域活動の道路愛護活
動などに参加している。近隣の方と交流
がされ、野菜、果物などのおすそ分けを
受け取っている。夏や秋祭りに参加し、
地域交流がされている。近隣中学からの
社会体験学習にも協力している。

運営推進会議は2月に1回開催している。
地域の区長や民生委員の外に行政や地域
包括からの参加がある。現在の施設での
状況を報告し、参加者アンケートによる
意見を取り入れる工夫がされている。

日常的な市町村との情報交換のほかにみ
やま市での認知症ケアの会議参加や地域
ケア会議、多職種連携会議に参加する
等、協力関係を築いている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている
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福岡県の身体拘束を行わない施設に登録
し、事業所として身体拘束を行わないこ
とをトップダウンで発信するとともに、
委員会設置による日々の啓もうと見直
し、職員教育を行っています。職員の理
解に関しては、まだ十分なレベルに達し
ているとは言えませんが、現在実践レベ
ルの向上と徹底に取り組んでいるところ
です。

高齢者の尊厳保持のため、また接遇面で
の強化のためマニュアルの策定と研修会
の実施を行っています。職員に関して
は、まだ十分なレベルに達しているとは
言えませんが、現在実践レベルの向上と
徹底に取り組んでいるところです。

弊社では、グループホーム以外の他の事
業所があり、入所のみに関わらず様々な
状況の方の対応を行っており、必然的に
入所のみならず対応の必要性が増える。
また、居宅等も含めそれらの情報共有を
図っているため、実践的にも活用できる
ようにしています。

契約等に関する説明は、入所時にきちん
と行っています。特に問題になりやすい
入所後の転倒などの事故や、入退院に伴
う事柄、終末期ケアや見取りに関する事
柄などはその都度・複数回の説明と同意
などの確認を行っています。また、医療
機関などの外部機関が科ラブ場合は、施
設が間に入って対応を行っています。

接遇向上委員会の設置と、苦情とまでは
いかなくともご意見としていただいた内
容をスタッフ間で共有し、サービス改善
につながるような仕組みを作っていま
す。実践に関しては、まだ十分なレベル
に達しているとは言えませんが、現在実
践レベルの向上と徹底に取り組んでいる
ところです。

日中、玄関は施錠されておらず、外出し
たい利用者とは一緒に散歩している。近
所の家でお茶を飲んでいたこともあり、
地域の協力を得て支援している。身体拘
束ゼロ宣言の掲示をしたり、職員研修が
されている。拘束防止委員会を設置し
て、マニュアル作成など、職員間で取り
組んでいる。

管理者は職員に対して権利擁護教育とし
て、新人研修の際など成年後見制度等を
学ぶ機会を設けている。施設にリーガル
サポートの資料を置いている。

家族は日頃から面会時などで意見を言う
関係にある、利用者は気軽に管理者へ生
活上の希望や要望を言える環境にあり、
散歩の機会や食事などについて支援して
いる。出された意見は１回受け止め、職
員で内容を共有してから支援を進めてい
る。

契約時や日頃から、利用者家族向けに成
年後見制度等の権利擁護について説明を
する機会を設けることを期待する。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている
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定期的なスタッフ会議・管理者会議の開
催を行っています。中間管理職の育成に
努めていますが、まだ十分なレベルに達
しているとは言えませんが、現在実践レ
ベルの向上と徹底に取り組んでいるとこ
ろです。

人材育成制度を整備し、処遇の改善に努
めています。成長意欲の高い職員には、
外部の研修への参加を奨励し、全体的な
底上げを図ることで、制度的・教育的就
業環境の整備に努めています。

採用・処遇等において、特別な差別・区
別等は行っていません。また、様々な専
門職が縦割りにならずに、在宅の高齢者
福祉のプロフェッショナルを目指すこと
を主眼に置き、自由な発想と挑戦する気
概を大事にするような職場環境でありた
いと思っています。

同和問題等に関しては、若年者には、歴
史的にそういった風土があった点のみ説
明し、中年者以降に対しては、どうして
も生育環境等があるため、現代ではすで
にその価値観自体が古く、すでに時代錯
誤である旨を伝えるようにしています。

制度や外部研修への症例を行ってはいま
すが、最終的にはOJTに重きを置き、先輩
や熟練スタッフが若手の育成に努め、ま
た若手が中堅に育っていくにあたり、若
手を育てるという循環作りを目指してい
ます。まだまだ教育体制として不十分な
点も多いですが、実践レベルの向上を
図っています。

個人の自主性を引き出しつつ、地域の連
絡協議会や研修会への参加を奨励や、他
施設の見学などを通し、施設内・法人内
の価値観だけでなく、広く業界や地域・
社会での情報に触れることができるよう
に配慮しています。

職員会議等で運営に関する話し合いが行
われている。スタッフ・アンケートが取
られ、職員から意見などを出しやすい工
夫がされている。２ユニットが一体とし
て運営され、職員間の交流がよくされて
いる。

職員採用などにおいて、性別や年齢など
による差別はされていない。職員育成や
昇進などにおいては公平性に注意して、
働きやすい環境に心がけている。

職員に対する人権研修が行われている。
利用者への配慮や意思の尊重は最も重要
な研修内容の１つとして啓発活動に取り
組んでいる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】
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―

出来る限り導入には細心の注意を払いな
がら、また、まずは日中の利用のみから
始めるなどして、大きな環境の変化に対
してネガティブな変化が起こらないよう
に、可能な範囲で対応を行っています。

ご利用者と同様に、導入には細心の注意
を払いながらしっかりと説明を行い、ご
家族の求めるニーズとお困りごとに対し
て真摯に向き合うようにしています。ま
た、施設の限界や線引きなどに対しても
きちんと説明を行い、理解を求めること
で、後々のトラブルや言った・言わない
などのトラブル防止に努めています。

基本的には医療面と連携して行うことが
ほとんどであり、初期に緊急求められる
治療的側面等があった場合は、医療機関
との間に入りしっかりと説明を行い、高
齢者の場合に伴うメリット・デメリット
をご家族に寄り添う形で説明するように
しています。

職員も年齢・性別・立場・個性等が様々
な中で、業務指導上ではあくまで私たち
にとっての「お客様」であり、認知症が
あって判断能力などの低下があっても
「目上の方」ですので、接遇面を重視し
ています。その中で人生の終末の機関で
ある認知症や要介護状態のご利用者様を
支えるために、スタッフ個人のホスピタ
リティーや個性を生かした関わりを支援
したいと考えています。

支援しているのが施設だけにならないよ
うに、判断はご家族様にゆだねますが、
その判断のために必要な情報はしっかり
とお伝えさせていただき、ご家族と一緒
に支えさせていただいています。また、
疎遠になりがちなご家族様もおられます
し、結果としてのトラブルを回避するこ
とも踏まえて、サービス面での限界に関
しては線引きも重要と考えています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

22

23

24

25

11

―

―

12

施設に入所するということは、なじみの
人や場との関係が基本的には途絶えるこ
とになりますが、様々なケースがありま
すので、途絶えたうえでも、人と人との
コミュニケーションがなくならないよう
に援助をしていきますし、ご家族様や近
隣の方が訪問しやすい施設であるように
努めています。

出来る限り、部屋にこもりがちにならず
に、共用のリビング等、他者交流が取れ
る場で介護サービスを提供したいと考え
ています。反面、集団生活が苦にならな
いように、お元気な方にはゆっくりする
時間やプライバシーを保たれる時間も必
要になります。またお元気な方同士のコ
ミュニケーションが生まれやすいような
席配置など心がけています。

サービス終了の仕方にもよりますが、入
院等を伴う場合は、入院までの調整や情
報提供・フォロー等説明をきちんと行い
先行が困らないよう相談・支援を行いま
す。また、施設見取りの場合等も診断・
エンジェルケア後にお見送り・代表者の
お参り等をさせていただいています。終
了後の長期的なフォローまでは行ってい
ません。

本人の意向を聴取できる場合はもちろん
本人本意ですが、必要性や清潔保持のた
めには、多少の説得等を伴う場合はあり
ます。聴取できない場合はご家族様から
聴取する形になりますし、徐々に本人本
意ではなくなりますし、移行より身体的
な苦痛がないかなどが重要になってくる
かと思うので、状態によって必要性を見
極めながら援助を行っています。

利用者の馴染みの人や場所について、入
所時とその後も利用者本人や家族から聴
取している。古い将棋の友人などが訪問
されたり、家族の入所先の事業所へ会い
に行ったりしている。

職員は、利用者との日々の関わりの中で
時間をかけて意向や要望を聞き取るよう
にしている。また、家族からも聞いて支
援に生かしている。自分からは要望を伝
えることが難しい利用者に対しては、表
情や仕草などを読み取っている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

26

27

28

29

30

―

―

13

―

―

まずは入所時・ご利用開始時の情報収集
をしっかりと行っています。本来であれ
ばこの時点でもっと生活に関する情報を
手厚く集めたいのですが、手続き的にボ
リュームが大きくなってしまっているこ
ともあり、入所後の情報収集になってし
まっています。この点に関しては、より
職員間の共通認識をしっかりとするため
に、初期の段階のケアプランにより盛り
込んでいけるように、情報収集のタイミ
ング等を考えたいと思っています。

スタッフ一人一人のアセスメント能力が
まだ十分なレベルに達しているとは言え
ませんが、現在実践レベルの向上と徹底
に取り組んでいるところです。スタッフ
の育成に合わせて文章にする力や専門的
な共通認識のもと、他者に伝える力を育
成したいと考えています。

専門職を含めた共通認識を作るために、
基本的なクリニカルリーズニングとロジ
カルシンキングをベースにしたいと考え
ています。現段階では、その点に関して
は一部の有資格者や中堅以上のスタッフ
の意見にあると思いますが、経験の浅い
スタッフ等にも考え方の基本を学んでも
らうことが重要と考えています、それを
踏まえたチームアプローチを目指してい
ます。

気付きや共有において重要な点が、先入
観をはずした客観的な視点とそれらを言
語化することだと思いますが、いわゆる
このPDCAサイクルがまだ十分なレベルに
達しているとは言えません。現在実践レ
ベルの向上と徹底に取り組んでいるとこ
ろです。

重度化に対応するための看護職員の配置
や医療連携体制をとっています。様々な
ニーズに対応するためのスタッフ配置に
取り組んでいるところです。共用型のデ
イサービスを含めて、ニーズに合わせた
対応ができていけるようにと考えていま
す。

介護計画は３か月に１度見直しを行って
いる。１か月ごとのカンファレンスの際
には家族も参加することがあり、一緒に
利用者の支援について話し合っている。
利用者の要望や支援記録、利用者の担当
者の意見、医師や看護師の意見等を参考
にして、朝礼の際に職員同士で話し合い
を行ったうえで計画を作成している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

31

32

33

34

35

―

14

―

―

15

施設内での散髪や、訪問衣料販売などを
定期的に行っています。また、園児の慰
問や地域の演芸サークルの方の慰問など
を取り入れています。地域のボランティ
アの方の受け入れも積極的に行っている
ところですが、なかなか集まらないのが
現状ですので、人材収集方法を検討して
いかなければならないと考えています。

本人及び家族等の希望がある場合は、在
宅時からのかかりつけ医との連携を図
り、特に希望がない場合は施設のかかり
つけ医との連携をとっていきます。施
設・施設スタッフが間に入ることで、コ
ミュニケーションや必要・不必要が明確
になり、医療をうける機会の喪失や過多
にならないように適度な医療を提供でき
るよう注意しております。

施設看護師が、医療機関看護師と連携を
図り、スムーズに受診や検査等ができる
ように努めています。また、代理窓口と
して、本人様やご家族様の希望がきちん
と伝わるように支援しています。

施設サマリーの提供や在宅医からの紹介
依頼のつなぎを行い、受診・入院時の情
報提供をきちんと行い、普段のレベルや
介護状況がきちんと伝えるようにしてい
ます。

中重度介護者への介護サービスや終末期
ケア・見取りといった点では、自分たち
の施設の限界を認識し、きちんとそれら
を説明・同意を得ることが重要だと考え
ています。スタッフの共通認識に関し
て、まだ十分なレベルに達しているとは
言えません。現在実践レベルの向上と徹
底に取り組んでいるところです。

入所前からの病院をかかりつけ医にして
いる利用者もいるが、事業所の協力医を
かかりつけ医にしている利用者も多い。
入所前からのかかりつけ医に受診する際
は家族の協力を得たりしている。事業所
が同行する際は看護師や管理職で打ち合
わせ通院している。

重度化や終末期についての対応について
方針があり、明文化している。家族へは
契約時や折に触れて早めに看取りについ
ての説明を行っている。家族の意向を大
切にしながら、職員は熱意をもって支援
を行っている。日勤の看護職員が３名働
いており医師や訪問看護と密に連携して
いる。看取り期には家族が泊まって一緒
に過ごせるようにしている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

36

37

38

39

40

―

16

17

―

―

毎月の防災訓練にて、急変時の対応も盛
り込みながら、実践を行っています。
事故発生時の対応等も後で管理者や上長
にあたるものからの対応に関するフィー
ドバックなどを行い、反省点等に関して
も次回に生かせるようにしていきたいと
考えています。

毎月の防災訓練にて、実践を行っていま
す。防災設備や建物の給水・給湯等の環
境の理解なども含めて訓練を行っていま
す。

尊厳やプライバシー意識はどうしても入
所施設や認知症の方を対象にする場合
に、おざなりになりやすい部分であると
思います。「当たり前の意識」や「慣
れ」「鈍感さ」などをキーワードに、出
来ているから大丈夫ではなく、自分を律
していくことを常に求めていく必要があ
ると感じていますが、まだ十分なレベル
に達しているとは言えません。現在実践
レベルの向上と徹底に取り組んでいると
ころです。

自己選択が難しくなってきているご利用
者様に対して個別のニーズを聞き、それ
を個人に対してのみ提供することは、あ
まり公平・公正なサービスとは考えてお
りませんので、スタッフに対しても自由
な枠組みで偏った個人の意見のみを吸い
出すのではなく、ある程度の枠組みを
作ったうえで、スタッフにも実践しなが
ら考えられるようになってもらいたいと
考えています。

認知症ケアにおいて、気分を盛り上げて
いくことや、1人では作ることのできない
生活バランスをコントロールしてあげる
ことが必要だと考えていますので、施設
の時間を優先するわけではありません
が、それらに乗ってもらう・沿ってもら
うことが大事だと考えています。

月１回、防災訓練を行っており、スプリ
ンクラーの位置の把握や停電の際の給湯
器の使い方などを説明している。またＡ
ＥＤの講習や救急車を呼ぶ訓練も行って
いる。消防署の協力を得て、避難経路の
確認や消火器の使い方を学んでいる。隣
接した同法人の協力や近くの別法人の事
業所との協力関係を築いている。

トイレの戸を必ず閉めるように気を付け
ている。また、職員２人でトイレ介助を
する際にドアが閉まらない場合は、入口
に設置しているカーテンを閉めて中が見
えないように配慮している。家族が面会
に来た際には居室や、家族だけで話がで
きる部屋などで会話できるようにしてい
る。利用者が１人で過ごしたい場合は、
他の利用者がいない所でくつろげるよう
に支援している。

非常用備品は隣接の建物に保管されてい
る。非常の際には、食料や備品の把握や
確保が大切なことなので、事業所内で保
管してほしい。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

41

42

43

44

45

―

18

―

―

19

居室環境の整備やいるの調整など、まだ
十分なレベルに達しているとは言えませ
ん。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。過去に美容ボラ
ンティアさんによる、お化粧などをイベ
ント的に行っていただきました。日常的
なこととこうしたイベント的な内容を組
み合わせながら支援ができればと考えて
います。

昨今の衛生管理の問題等もあり、食事の
準備にご利用者様が入ることは少なく
なっており、お菓子作りやその他の行事
などに衛生管理をしてたうえで一緒に作
業を行う形をとっています。
オープンな厨房で、視覚や嗅覚など五感
で感じていただくことが食事の楽しみに
なるかと思います。

「食事満足・摂食嚥下向上委員会」を設
け、看護師を中心としたウェイト・栄養
管理と、介護士を中心とした食事の満足
度の向上・摂食嚥下機能のアセスメント
とその対応をしっかりと見直しながら
行っています。

毎食後の口腔ケアの実践を行うこととし
ておりますが、まだ十分なレベルに達し
ているとは言えません。現在実践レベル
の向上と徹底に取り組んでいるところで
す。

排泄機能の低下に関しては、排泄そのも
のというより、排泄に伴う周辺の動作や
更衣に対してでいる機能を保てるように
支援を行い、介護度が増すにつれ増える
オムツやパッド類の経済的負担が大きく
なってくるため、効果的かつ効率的な使
用を行えるように努めながら、尿路感染
などの起きやすい病態の予防に取り組ん
でいます。まだ十分なレベルに達してい
るとは言えません。現在実践レベルの向
上と徹底に取り組んでいるところです。

利用者は、食事の片付けや下ごしらえを
手伝ったり、行事食を月１回一緒に作
り、またおやつを一緒に作って食べて楽
しんでいる。中庭に菜園があり、ネギや
大根などを栽培して食材にしている。希
望により夜食にラーメンを出したりして
一人ひとりの要望に対応している。

一人ひとりの排泄パターンを把握して、
トイレへ誘導している。誘導の際には、
小さい声でそっと話しかけている。介護
向上委員会を設置して、利用者の担当者
と排泄ケアについて検討して支援してい
る。おむつの種類を変えて尿漏れが改善
するなど工夫して支援している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

46

47

48

49

50

―

20

―

―

―

毎朝のヤクルトや牛乳などの対応や、食
物繊維を多く含んだ素材や野菜類をでき
るだけ盛り込んだ献立作りを行っていま
す。お薬だけに頼った対応にならないよ
う、ケアでできる工夫を行っています。

基本的には、2～3回/週、希望があれば4
回の入浴頻度を保てるようにしており、
ご本人またはご家族からの希望や、必要
性・身体への負担などを考慮して入浴の
支援を行っています。

居室環境で眠れない方もおられたりする
ので、リビングにパーソナルチェアを設
置し、日中・夜間ともに、安楽の半臥位
でゆっくりできる環境を作っています。
リスク管理上、あまり閉鎖的な居室環境
に居づらい方でも、共用部で見守りしな
がらの安楽姿勢がとれるよう工夫してお
ります。また、チルト・リクライニング
の車いすを用いたりもしています。

施設看護師のみならず、かかりつけ医・
訪問看護や薬剤師と連携し、服薬支援を
行っています。
医師・薬剤師と密な連携をとり、対応が
難しい下剤、精神安定剤、坑認知症薬、
睡眠導入剤などの細やかな調整を行って
おります。

年間の行事予定や月々の行事・活動予定
をたてながら、実施しています。レク
レーションのバリエーションや運営に関
して、まだ十分なレベルに達していると
は言えません。現在実践レベルの向上と
徹底に取り組んでいるところです。

週２～３回の入浴が多く、希望によって
対応している。利用者と職員が１対１で
過ごす時間でもあるため、会話をして楽
しい時間が過ごせるようにしている。入
浴を拒否される利用者には、声掛けの方
法や職員を変えて入浴を促している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

51

52

53

54

55

21

―

―

22

―

外出先の希望を募ることで、外出支援を
行っています。主には複数名での外食支
援や外出支援など行っています。

少額の金銭の保持は行うが、まとまった
金銭の自己管理は可能な方にとどまり、
施設としては現金を持つことはあまり推
奨していません。

電話希望に関しては、細目にお電話を支
援するものの、相手先もあることなの
で、合意のもと行っています。

居心地よい共用空間（主にリビングと玄
関前）作りを行っています。
季節の創作物を飾りつけ、季節感を感じ
ていただけるよう努めていますが、まだ
十分なレベルに達しているとは言えませ
ん。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。

席次を工夫したり、より機能レベルの近
いご利用者同士での交流が生まれやすい
ように働きかけを行っています。

天気の良い日には敷地内の遊歩道で散歩
している。季節の花見や初詣など定期的
にドライブに出かけている。近くにある
ラーメンやうどん、ちゃんぽんを食べに
行って外食を楽しんでいる。買い物に道
の駅へ行ったりしている。

居間は中庭に面しており、日中は日が入
り明るく、壁には行事の際に撮影した写
真などが飾られている。また一人用のソ
ファが壁沿いに何脚か置かれており、一
人でゆっくり座ってくつろげるようにし
ている。音楽が好きな利用者も多く、楽
しんでいる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

56

57

23

―

居室空間は施設スタッフだけでなく、ご
家族も一緒に作り上げることを依頼して
います。また、衣替え等の居室の整理も
同様です。居室環境の環境整備・整理整
頓の徹底を指導していますが、まだ十分
なレベルに達しているとは言えません。
現在実践レベルの向上と徹底に取り組ん
でいるところです。また、衣類を出し入
れする仮性作業等がある方への支援を模
索しています。

基本的にバリアフリーの構造であるた
め、施設内の移動は可能です。安全に屋
外に出れるような中庭もあります。廊下
幅や居室の間口が設計上、現在の基準か
ら比べると狭い構造にはなっています
が、自力での移動や介助での移動が可能
です。

居室は、タンスと押入れが据え置きされ
ており、収納が多くある。他にも、馴染
みのタンスやテレビが持ち込まれてお
り、家族の写真や仏壇、ぬいぐるみなど
もあり利用者が一人の時間にくつろげる
空間となっている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

―

―

―

―

―

62

63

64

項目番号

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58

59

60

61

項　　　　　　目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

項目番号

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項　　　　　　目

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

○ 　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

―

―

―

―

68

69

70

65

66

67
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福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

項目番号 外部評価

【Ⅰ　理念に基づく運営】

1

2

3

4

5

1

2

―

3

4

項　　　　　　目

認知症ケアが特別過ぎるものではないと
いう認識をもって、日々のケアに取り組
んでいます。「認知症」という特別な先
入観ではなく、１人の個人と１つの病気
や病態として認識して実践してもらうた
めに、クリニカルリーズニングに準じて
アセスメントを大事に目標や方向性づけ
ることや具体的な方法論に落とし込める
よう指導しています。

狭い単位ではなく、広く地域の方と付き
合うことや地域の方に頼りにしていただ
けるように、認知度の向上や情報発信を
行っていきたいと考えています。運営推
進会議や地域ケア会議での症例発表、中
学校での福祉講座、民生員向けの施設案
内、施設行事（お祭りや花火大会）の地
域への案内、地域敬老会への参加、園児
の慰問依頼など行っています。

上記2と重複する点となります。まだまだ
情報発信不足ではありますが、認知症の
方の支援に関して、より有意義な情報を
発信していければと思っています。医療
法人ではなく、医師がいるわけではない
ので、介護事業所として発信できること
は何かなと模索しております。

施設内での取り組み等の報告や、地域の
高齢者福祉等に関わる情報発信などを
行っています。また、毎回のご意見のほ
かに、参加者アンケートでの意見の吸い
上げ等も行いました。

みやま市の認知症ケアパス作成にあた
り、作成補助メンバーとしての参加や、
地域ケア会議・多職種連携会議での運営
協力や症例発表等の実施、地域密着型協
議会で副会長を拝命し、運営協力を行っ
ています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

6

7

8

9

10

5

―

6

―

7

福岡県の身体拘束を行わない施設に登録
し、事業所として身体拘束を行わないこ
とをトップダウンで発信するとともに、
委員会設置による日々の啓もうと見直
し、職員教育を行っています。職員の理
解に関しては、まだ十分なレベルに達し
ているとは言えませんが、現在実践レベ
ルの向上と徹底に取り組んでいるところ
です。

高齢者の尊厳保持のため、また接遇面で
の強化のためマニュアルの策定と研修会
の実施を行っています。職員に関して
は、まだ十分なレベルに達しているとは
言えませんが、現在実践レベルの向上と
徹底に取り組んでいるところです。

弊社では、グループホーム以外の他の事
業所があり、入所のみに関わらず様々な
状況の方の対応を行っており、必然的に
入所のみならず対応の必要性が増える。
また、居宅等も含めそれらの情報共有を
図っているため、実践的にも活用できる
ようにしています。

契約等に関する説明は、入所時にきちん
と行っています。特に問題になりやすい
入所後の転倒などの事故や、入退院に伴
う事柄、終末期ケアや見取りに関する事
柄などはその都度・複数回の説明と同意
などの確認を行っています。また、医療
機関などの外部機関が科ラブ場合は、施
設が間に入って対応を行っています。

接遇向上委員会の設置と、苦情とまでは
いかなくともご意見としていただいた内
容をスタッフ間で共有し、サービス改善
につながるような仕組みを作っていま
す。実践に関しては、まだ十分なレベル
に達しているとは言えませんが、現在実
践レベルの向上と徹底に取り組んでいる
ところです。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

11

12

13

14

15

16

8

―

9

10

―

―

定期的なスタッフ会議・管理者会議の開
催を行っています。中間管理職の育成に
努めていますが、まだ十分なレベルに達
しているとは言えませんが、現在実践レ
ベルの向上と徹底に取り組んでいるとこ
ろです。

人材育成制度を整備し、処遇の改善に努
めています。成長意欲の高い職員には、
外部の研修への参加を奨励し、全体的な
底上げを図ることで、制度的・教育的就
業環境の整備に努めています。

採用・処遇等において、特別な差別・区
別等は行っていません。また、様々な専
門職が縦割りにならずに、在宅の高齢者
福祉のプロフェッショナルを目指すこと
を主眼に置き、自由な発想と挑戦する気
概を大事にするような職場環境でありた
いと思っています。

同和問題等に関しては、若年者には、歴
史的にそういった風土があった点のみ説
明し、中年者以降に対しては、どうして
も生育環境等があるため、現代ではすで
にその価値観自体が古く、すでに時代錯
誤である旨を伝えるようにしています。

制度や外部研修への症例を行ってはいま
すが、最終的にはOJTに重きを置き、先輩
や熟練スタッフが若手の育成に努め、ま
た若手が中堅に育っていくにあたり、若
手を育てるという循環作りを目指してい
ます。まだまだ教育体制として不十分な
点も多いですが、実践レベルの向上を
図っています。

個人の自主性を引き出しつつ、地域の連
絡協議会や研修会への参加を奨励や、他
施設の見学などを通し、施設内・法人内
の価値観だけでなく、広く業界や地域・
社会での情報に触れることができるよう
に配慮しています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

18

19

20

21

―

―

―

―

―

出来る限り導入には細心の注意を払いな
がら、また、まずは日中の利用のみから
始めるなどして、大きな環境の変化に対
してネガティブな変化が起こらないよう
に、可能な範囲で対応を行っています。

ご利用者と同様に、導入には細心の注意
を払いながらしっかりと説明を行い、ご
家族の求めるニーズとお困りごとに対し
て真摯に向き合うようにしています。ま
た、施設の限界や線引きなどに対しても
きちんと説明を行い、理解を求めること
で、後々のトラブルや言った・言わない
などのトラブル防止に努めています。

基本的には医療面と連携して行うことが
ほとんどであり、初期に緊急求められる
治療的側面等があった場合は、医療機関
との間に入りしっかりと説明を行い、高
齢者の場合に伴うメリット・デメリット
をご家族に寄り添う形で説明するように
しています。

職員も年齢・性別・立場・個性等が様々
な中で、業務指導上ではあくまで私たち
にとっての「お客様」であり、認知症が
あって判断能力などの低下があっても
「目上の方」ですので、接遇面を重視し
ています。その中で人生の終末の機関で
ある認知症や要介護状態のご利用者様を
支えるために、スタッフ個人のホスピタ
リティーや個性を生かした関わりを支援
したいと考えています。

支援しているのが施設だけにならないよ
うに、判断はご家族様にゆだねますが、
その判断のために必要な情報はしっかり
とお伝えさせていただき、ご家族と一緒
に支えさせていただいています。また、
疎遠になりがちなご家族様もおられます
し、結果としてのトラブルを回避するこ
とも踏まえて、サービス面での限界に関
しては線引きも重要と考えています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

22

23

24

25

26

11

―

―

12

―

施設に入所するということは、なじみの
人や場との関係が基本的には途絶えるこ
とになりますが、様々なケースがありま
すので、途絶えたうえでも、人と人との
コミュニケーションがなくならないよう
に援助をしていきますし、ご家族様や近
隣の方が訪問しやすい施設であるように
努めています。

出来る限り、部屋にこもりがちにならず
に、共用のリビング等、他者交流が取れ
る場で介護サービスを提供したいと考え
ています。反面、集団生活が苦にならな
いように、お元気な方にはゆっくりする
時間やプライバシーを保たれる時間も必
要になります。またお元気な方同士のコ
ミュニケーションが生まれやすいような
席配置など心がけています。

サービス終了の仕方にもよりますが、入
院等を伴う場合は、入院までの調整や情
報提供・フォロー等説明をきちんと行い
先行が困らないよう相談・支援を行いま
す。また、施設見取りの場合等も診断・
エンジェルケア後にお見送り・代表者の
お参り等をさせていただいています。終
了後の長期的なフォローまでは行ってい
ません。

本人の意向を聴取できる場合はもちろん
本人本意ですが、必要性や清潔保持のた
めには、多少の説得等を伴う場合はあり
ます。聴取できない場合はご家族様から
聴取する形になりますし、徐々に本人本
意ではなくなりますし、移行より身体的
な苦痛がないかなどが重要になってくる
かと思うので、状態によって必要性を見
極めながら援助を行っています。

まずは入所時・ご利用開始時の情報収集
をしっかりと行っています。本来であれ
ばこの時点でもっと生活に関する情報を
手厚く集めたいのですが、手続き的にボ
リュームが大きくなってしまっているこ
ともあり、入所後の情報収集になってし
まっています。この点に関しては、より
職員間の共通認識をしっかりとするため
に、初期の段階のケアプランにより盛り
込んでいけるように、情報収集のタイミ
ング等を考えたいと思っています。 社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

27

28

29

30

31

―

13

―

―

―

スタッフ一人一人のアセスメント能力が
まだ十分なレベルに達しているとは言え
ませんが、現在実践レベルの向上と徹底
に取り組んでいるところです。スタッフ
の育成に合わせて文章にする力や専門的
な共通認識のもと、他者に伝える力を育
成したいと考えています。

専門職を含めた共通認識を作るために、
基本的なクリニカルリーズニングとロジ
カルシンキングをベースにしたいと考え
ています。現段階では、その点に関して
は一部の有資格者や中堅以上のスタッフ
の意見にあると思いますが、経験の浅い
スタッフ等にも考え方の基本を学んでも
らうことが重要と考えています、それを
踏まえたチームアプローチを目指してい
ます。

気付きや共有において重要な点が、先入
観をはずした客観的な視点とそれらを言
語化することだと思いますが、いわゆる
このPDCAサイクルがまだ十分なレベルに
達しているとは言えません。現在実践レ
ベルの向上と徹底に取り組んでいるとこ
ろです。

重度化に対応するための看護職員の配置
や医療連携体制をとっています。様々な
ニーズに対応するためのスタッフ配置に
取り組んでいるところです。共用型のデ
イサービスを含めて、ニーズに合わせた
対応ができていけるようにと考えていま
す。

施設内での散髪や、訪問衣料販売などを
定期的に行っています。また、園児の慰
問や地域の演芸サークルの方の慰問など
を取り入れています。地域のボランティ
アの方の受け入れも積極的に行っている
ところですが、なかなか集まらないのが
現状ですので、人材収集方法を検討して
いかなければならないと考えています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

32

33

34

35

36

37

14

―

―

15

―

16

本人及び家族等の希望がある場合は、在
宅時からのかかりつけ医との連携を図
り、特に希望がない場合は施設のかかり
つけ医との連携をとっていきます。施
設・施設スタッフが間に入ることで、コ
ミュニケーションや必要・不必要が明確
になり、医療をうける機会の喪失や過多
にならないように適度な医療を提供でき
るよう注意しております。

施設看護師が、医療機関看護師と連携を
図り、スムーズに受診や検査等ができる
ように努めています。また、代理窓口と
して、本人様やご家族様の希望がきちん
と伝わるように支援しています。

施設サマリーの提供や在宅医からの紹介
依頼のつなぎを行い、受診・入院時の情
報提供をきちんと行い、普段のレベルや
介護状況がきちんと伝えるようにしてい
ます。

中重度介護者への介護サービスや終末期
ケア・見取りといった点では、自分たち
の施設の限界を認識し、きちんとそれら
を説明・同意を得ることが重要だと考え
ています。スタッフの共通認識に関し
て、まだ十分なレベルに達しているとは
言えません。現在実践レベルの向上と徹
底に取り組んでいるところです。

毎月の防災訓練にて、急変時の対応も盛
り込みながら、実践を行っています。事
故発生時の対応等も後で管理者や上長に
あたるものからの対応に関するフィード
バックなどを行い、反省点等に関しても
次回に生かせるようにしていきたいと考
えています。

毎月の防災訓練にて、実践を行っていま
す。防災設備や建物の給水・給湯等の環
境の理解なども含めて訓練を行っていま
す。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

38

39

40

41

42

17

―

―

―

18

尊厳やプライバシー意識はどうしても入
所施設や認知症の方を対象にする場合
に、おざなりになりやすい部分であると
思います。「当たり前の意識」や「慣
れ」「鈍感さ」などをキーワードに、出
来ているから大丈夫ではなく、自分を律
していくことを常に求めていく必要があ
ると感じていますが、まだ十分なレベル
に達しているとは言えません。現在実践
レベルの向上と徹底に取り組んでいると
ころです。

自己選択が難しくなってきているご利用
者様に対して個別のニーズを聞き、それ
を個人に対してのみ提供することは、あ
まり公平・公正なサービスとは考えてお
りませんので、スタッフに対しても自由
な枠組みで偏った個人の意見のみを吸い
出すのではなく、ある程度の枠組みを
作ったうえで、スタッフにも実践しなが
ら考えられるようになってもらいたいと
考えています。

認知症ケアにおいて、気分を盛り上げて
いくことや、1人では作ることのできない
生活バランスをコントロールしてあげる
ことが必要だと考えていますので、施設
の時間を優先するわけではありません
が、それらに乗ってもらう・沿ってもら
うことが大事だと考えています。

居室環境の整備やいるの調整など、まだ
十分なレベルに達しているとは言えませ
ん。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。過去に美容ボラ
ンティアさんによる、お化粧などをイベ
ント的に行っていただきました。日常的
なこととこうしたイベント的な内容を組
み合わせながら支援ができればと考えて
います。

昨今の衛生管理の問題等もあり、食事の
準備にご利用者様が入ることは少なく
なっており、お菓子作りやその他の行事
などに衛生管理をしてたうえで一緒に作
業を行う形をとっています。
オープンな厨房で、視覚や嗅覚など五感
で感じていただくことが食事の楽しみに
なるかと思います。
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福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

43

44

45

46

47

48

―

―

19

―

20

―

「食事満足・摂食嚥下向上委員会」を設
け、看護師を中心としたウェイト・栄養
管理と、介護士を中心とした食事の満足
度の向上・摂食嚥下機能のアセスメント
とその対応をしっかりと見直しながら
行っています。

毎食後の口腔ケアの実践を行うこととし
ておりますが、まだ十分なレベルに達し
ているとは言えません。現在実践レベル
の向上と徹底に取り組んでいるところで
す。

排泄機能の低下に関しては、排泄そのも
のというより、排泄に伴う周辺の動作や
更衣に対してでいる機能を保てるように
支援を行い、介護度が増すにつれ増える
オムツやパッド類の経済的負担が大きく
なってくるため、効果的かつ効率的な使
用を行えるように努めながら、尿路感染
などの起きやすい病態の予防に取り組ん
でいます。まだ十分なレベルに達してい
るとは言えません。現在実践レベルの向
上と徹底に取り組んでいるところです。

毎朝のヤクルトや牛乳などの対応や、食
物繊維を多く含んだ素材や野菜類をでき
るだけ盛り込んだ献立作りを行っていま
す。お薬だけに頼った対応にならないよ
う、ケアでできる工夫を行っています。

基本的には、2～3回/週、希望があれば4
回の入浴頻度を保てるようにしており、
ご本人またはご家族からの希望や、必要
性・身体への負担などを考慮して入浴の
支援を行っています。

居室環境で眠れない方もおられたりする
ので、リビングにパーソナルチェアを設
置し、日中・夜間ともに、安楽の半臥位
でゆっくりできる環境を作っています。
リスク管理上、あまり閉鎖的な居室環境
に居づらい方でも、共用部で見守りしな
がらの安楽姿勢がとれるよう工夫してお
ります。また、チルト・リクライニング
の車いすを用いたりもしています。
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福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

49

50

51

52

53

54

55

―

―

21

―

―

22

―

施設看護師のみならず、かかりつけ医・
訪問看護や薬剤師と連携し、服薬支援を
行っています。医師・薬剤師と密な連携
をとり、対応が難しい下剤、精神安定
剤、坑認知症薬、睡眠導入剤などの細や
かな調整を行っております。

年間の行事予定や月々の行事・活動予定
をたてながら、実施しています。レク
レーションのバリエーションや運営に関
して、まだ十分なレベルに達していると
は言えません。現在実践レベルの向上と
徹底に取り組んでいるところです。

外出先の希望を募ることで、外出支援を
行っています。主には複数名での外食支
援や外出支援など行っています。

少額の金銭の保持は行うが、まとまった
金銭の自己管理は可能な方にとどまり、
施設としては現金を持つことはあまり推
奨していません。

電話希望に関しては、細目にお電話を支
援するものの、相手先もあることなの
で、合意のもと行っています。

居心地よい共用空間（主にリビングと玄
関前）作りを行っています。
季節の創作物を飾りつけ、季節感を感じ
ていただけるよう努めていますが、まだ
十分なレベルに達しているとは言えませ
ん。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。

席次を工夫したり、より機能レベルの近
いご利用者同士での交流が生まれやすい
ように働きかけを行っています。
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福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号 外部評価

項　　　　　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

56

57

23

―

居室空間は施設スタッフだけでなく、ご
家族も一緒に作り上げることを依頼して
います。また、衣替え等の居室の整理も
同様です。居室環境の環境整備・整理整
頓の徹底を指導していますが、まだ十分
なレベルに達しているとは言えません。
現在実践レベルの向上と徹底に取り組ん
でいるところです。また、衣類を出し入
れする仮性作業等がある方への支援を模
索しています。

基本的にバリアフリーの構造であるた
め、施設内の移動は可能です。安全に屋
外に出れるような中庭もあります。廊下
幅や居室の間口が設計上、現在の基準か
ら比べると狭い構造にはなっています
が、自力での移動や介助での移動が可能
です。
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福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

―

―

―

―

―

62

63

64

項目番号

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58

59

60

61

項　　　　　　目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）
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福岡県　グループホーム「やまびこ」（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成30年3月20日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

項目番号

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項　　　　　　目

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

○ 　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

―

―

―

―

68

69

70

65

66

67
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